
根原子力発電所の運云計画（平成20年度）

平成20年 平成21年
4月　　5月　　6月　　7月　　8月　　9月　　10月i11月　　12月 1月　　　2月　　　3月

①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② ③　　　　④　　　　　　50

P号機　　　40

ｭ電出力　　30

i万kW）　20

@　　　　　10

　　　　0

L事

（1）第27回定期検査（H19年12月上旬～H20年5月中旬）

@　発電停止期間（H19年12月上旬～H20年4月中旬）①

i2）制御棒分布変更（H20年12月中旬②，H21年2月中旬③，H20年3月下旬④）

平成20年 平成21年
4月　　　5月　　　6月　　　7月　　　8月　　　9月 10月i 11月i12月 1月 2月 3月

2号機 ①　　②i③④i ⑤

発電出力

i万kW）

80

U0

S0

Q0

記事

0

（1）制御棒分布変更（H20年6月下旬①，H20年7月下旬②，

i2）第15回定期検査（H20年9月上旬～H20年12月中旬）

@　発電停止期間（H20年9月上旬～H20年11月下旬）⑤

H20年8月中旬③，H20年8月下旬④）
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島根原子力発電所の教育訓練計画（平成20年度）　その1 運転員以外対象

添付一2　（1／2）

　　　　　　（単位．尺）

保　安　教　育　の　内　容（保安規定） 実施時期 教育訓

緖ﾒ数
κ分類 中分類 小分類　　（項目） 内　容

関係法令および保安規定に関すること 原チ炉等規制法 原罪炉等規制法に関連する法令σ）概要

人所持に実施する教育

原ρ炉施設の構造，性能に関すること 設備概要，L要系統ヴ）機能

原チ炉σ）しくみ
|京戸灯∫容羅｝等し要機暑辱ヴ）料号造1こ1期すること・原ゴ・炉冷却系統等量三要系統ヴ）機能・性能に関すること 　　　　人所時

i原Aが発電所新規配属時）
一

非常ヴ）場合に講ずべき処置に閲すること 非常の場合に講ずべき処置の概要

関係法令および保安規定に関すること 法令，労働安貸衛生規則および電離放射線障害防止規則の関係条項

原ヂ炉施設グ）構造，性能に関すること 原ヂ炉，放射性廃棄物の廃棄設備およびそヴ）他σ）設備の構造に関すること

放射線業務

]昨渚教育

放射線管理に関すること

・原鍔炉，放射性廃棄物の廃棄設備およびその他ヴ）設備の取扱いσ）方法

E管理区域ヘヴ）・i亡入りおよび退去の手順

O部放射線による線尉｛抽ヒ率および空気中の放射性物質の濃度の藍屋の方法

d離放射線が生体の細胞，組織，器官および隻身に与える影響

管理区域内において核燃料物質もしく
ﾍ使用済燃料支たはこれらによって汚
�ｳれた物を取扱う業務に就かせる時

一

核燃料物質および核燃料物質によって汚染された物の取扱いに関すること 核燃料物質もしくは使用済燃料主たはこれらによって汚染された物σ）種類およ

ﾑ性状ならびに運搬，貯蔵，廃棄ヴ）作業の方法・順序

非常α）場合・に講ずべき処置に「劃すること 異常な事態が発生した場合における応急措置の方法

関係法令および保安規定に関すること 原石炉施、，受保安規定 総則，品質保証，体制お七び評価，保安教育，記録および報告に関すること 3年間でt土象者径員が受講 21

原価施設び）運転に関するこど

運転管理

臨界管理に閲すること

E運転Lヴ）留，ほ餐項i二「期すること、　通貝1」に1劃すること

^転1二」）制限に関すること

ﾙ常時」）措置に関すること

3年間で対象者雑tが受、，偉

63

保守管理 保守管理計画に1矧すること 3年間で対象者全員が受講 76

　　その他

@　反復教育

i運帳設備管理教育）

放射線管理に関すること 放射線管理

・管理区域へσ）出人り管β艮等，区域管理に関する二と

E線1｝ヒ限度等，被ばく管理に関すること

O、邦放射線に係る線ltt』［抽七癖等の測定に関すること

E管理区域外ヘヴ）移動等物品移動σ）管理に関すること

ｦが会社等の放射線防、，隻に関する二と

3年間で対象普後負が受講 97

放射線測定器の取扱い 3年間で対象者・㌶tが受講 5

核燃料物質および核燃料物質によ’）て汚

�ｳれた物の取扱いに関すること

放射性廃棄物管理 放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること 3年間て対象者勧主、う・受、1偉 97

燃料管理

・燃料管理における臨界管理

E燃料ヴ）検査、　1寂替，運搬および貯蔵に関づ一ること 3年間で対象者全員が受講 21

非常1ノ）場…径に、1緯rナ㍉くき処i凝1二1娼すること 防災教F’f
緊急』拝態応急対策等，原1㌃ガ防災対策活動に関すること
iアケシデントマネジメント無r応を含む） 3年間で対象者卸tが受、，緯 23



添イ寸一2　（2／2）

島根原子力発電所の教育訓練計画 （平成20年度）　その2 運転員対象 （単位　人）

岬ly駆J　　　　I　；杁日　跡

保　安　教　育　の　内　容（保安規定） 実施時期
教育訓

緖ﾒ数
。尺分類 中分類 小分類　　（項目） 内　容

関係法令お虹び保安規定に関すること 原チ炉施、没保安規定 総則，　品質保証，　体制および評価，　f呆安教育，　［記録および報告等1二関→一ること
3年間で対象者全員が受講
@　　　　※2

71

原拾炉物理・臨界管理
3年間で対象者・径員が受講

@　　　　※2
7i

運転管理1

^転管理H

^転管理皿

3fF問で対象者全員が受講

@　　　※1※2
7t

巡観，庶検・定期的検査1

ь求Cて慧検・定期的検査II
3年間で対象者全員が受嵩
@　　　　※2

o

異常時対応　1現場機器対応）

ﾙ常時対応（中央制御室内対応）

ﾙ常時対応1指揮，状況判断）

71

71

運転管理 7し

71

6回　年　（9回！年※3） 71

原ゴ・炉施設」）運転に関する二と

71

71

　　　そび）他

@　反復教育
k運転設備管理教㊦

71

71

シミュレータ、コII練1

i直員連携研修） 1回　年 71

ン》⊥レ一夕、ヨII練II

k再研修） 1回一年 30

運転。Jrr練

ンζユレ一夕、訓練皿

k当直管理者研修） 3年間で対象者・後負が受盃薄 18

ンミュレ一夕、訂lr練n1

kBTC　E級） 3年間で対象者全員が受講 5

保守管理

保守管理計画に関すること1

ﾛ守管理計画に段］することII
3年間で対象都隻員が・受、溝

@　　　　※2
0

放射線管理に閲すること 放射線管理

・管理区域ヘヴ）出人管理等，区域管理に関すること

E線斌「恨度t亨，　被ばく管理にに1粥すること

O部放射線に係る線11t－1il‘t率等の測定に関すること

ﾇ理区域外への移動等，物品移動の管理に関すること

ｦが会社等の放射線防，隻に関する二と

3年間で対象搾後負が受講 0

放射線測定器」）取扱い
3年間で対象者・隻員が受講

@　　　　※2
71

放射性廃棄物管理 放射性固体・液体・気体廃棄物の管理に関すること
3年間で対象者全員が受講
@　　　　※2

0

核燃料物質および核燃料物質によ・）て汚
�ｳれ．た物ヴ）取扱いに関すること

燃料管理

・燃料σ）臨界管理に関すること

E燃草斗ヴ）検査，　取棒，　運岳般および甘知哉1こ関すること
3年間で対象者雑tが受、，緯

@　　　　※2
0

斑・常σ）場合に講ずべき処置1二1蜀寸’ること
緊急一拝態応急対策等，原ヂが防災対策活動に関すること
iアクシデントマネジメント対応を含む）

3年間で対象者隻員が受Ll舞

@　　　　※2
71

〔圧） ・1．複敢回■年受講下る場［、，延人数け、・回l

　　ql薩長は1・2｝｝機いずれ，ひ寿施で1［1・1と丁
・：3　．コ珪多極…些t孝女！「』［1練　罫月貞、咋：こ工海ノ5く　変更簡’・斤



添付一3

島根原子力発電所の核燃料物質等の輸送計画（平成20年度）

1．新燃料

輸送総量

輸送回数

220体
　　2回

輸送数量 搬出施設名 輸送時期

（株）グローバル・ニュークリア・

2号機 152体 フユエル・ジャパン久里浜工場
第1四半期

新燃料 （約26トンU） および

原子燃料工業（株）東海事業所

1号機 68体
新燃料 （約12トンU）

同　上 第3四半期

2．使用済燃料

輸送総量

輸送回数

110体
　　1回

輸送数量 受入施設名 輸送時期

1号機

@使用済燃料

　110体
i約19トンU）

日本原燃（株）

g用済燃料受入れ・貯蔵施設
第2四半期

3．低レベル放射性廃棄物

　　　　　　輸送総量

　　　　　　輸送回数
本
回0
0輸送数量　　　　　　　　　受入施設名 輸送時期

低レベル

@放射性廃棄物

平成20年度は輸送計画無し

以　上


